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総 合 的 な 学 習 の 時 間 学 習 指 導 案 

 

 呉市立両城中学校 指導者 ３学年教諭  

 

 日   時   令和４年１０月６日（木）   14時 25分 ～ 15時 15分 

 学年・学級   第３学年 男子 22名 女子 27名 計 49名 

 単 元 名   地域に貢献しよう 

１ 単元について 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元の目標 

○ 両城中学校区の特性や魅力について情報を収集，整理・分析し，地域の一員として自分にでき

ることは何かを考え，自らの課題を設定し，防災の取組または地域の魅力発信の取組を通して

地域の活性化のため主体的に行動していくことができる。 

                                             
生徒観 

○ 本学年では，１年次より地域に貢献できる

生徒の育成を目指し総合的な学習の時間を進

めてきた。各自の強みを生かし，案内グルー

プ・パンフレットグループ・お助け隊の３つの

グループに分かれ，自分たちにできることは

何かを考え取り組んできた。地域の方との協

働清掃活動，まちづくり事業としてパンフレ

ット作成（２年次）活動等を通じ，生徒の地域

や社会貢献への意識は 91.7％と高い。一方，

「自分が誰かの役に立っている」という自己

有用感は 81.3％と，高い数値ではあるものの

まだ十分とは言えない。これは，コロナ禍で当

初予定していた観光客への案内を実施できな

かったことや，パンフレットの完成が年度末

となり，完成後の取組が十分にできなかった

こと等，地域や社会に向けての活動が制限さ

れたことが大きく影響している。 

このことから，実際に他地域との関わりの

中で両城中学校区をＰＲする場を設定するこ

とで，達成感や自己有用感を高めていく必要

がある。 

単元観 

○ 本単元は，本質的な問い「地域の一員とし

て，よりよく生きるためにはどうしたらよい

だろうか。」を基に構想した。１年次から継

続して取り組んできた地域貢献の活動内容

を踏まえ，鹿児島県徳之島町立井之川中学校

の生徒に自分たちの暮らす両城中学校区の

特色や魅力をどのように伝えていくかを考

える活動を通して，本中学校区で設定した資

質・能力【知識・技能】【思考力・判断力・

表現力】【主体性】を育成することをねらい

としている。 

  本単元は，これまでの学びを相手意識をも

って表現するのに適した題材であり，また井

之川中学校の発表を受けて，両城との共通点

や相違点を比較することで，より多面的・多

角的に地域を見つめ直すきっかけとなるこ

とが期待される題材である。このような学び

の姿は，授業者が設定した本質的な問いを具

現化するものであり，本中学校区小中一貫教

育の目標である「自ら進んで学び合い，認め

合う児童生徒の育成」につながると考える。 

指導観  

○ 指導にあたっては，次の点に留意する。 

  第一次では，生徒会執行部主体の防災の授業や赤十字の方の講義を通して，災害・防災の知識の

みでなく，自分たちが地域の一員，当事者として主体的に行動していきたいという意欲を高めたい。 

  第二次では，鹿児島県徳之島町立井之川中学校の生徒との交流を設定することで，目的意識や相

手意識を明確にもって表現できるようにする。 

  第三次では，井之川中学校との交流を振り返り，新たな地域貢献の可能性を考える活動を通して，

地域の一員としての自覚を高め，さらに主体的に地域と関わろうとする姿を期待する。 

単元を通して，本質的な問い「地域の一員として，よりよく生きるためにはどうしたらよいだろ

うか。」を意識した課題を設定し，自分で選択した地域貢献に取り組ませることで，自己有用感を

高めたい。 
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２ 単元の評価規準 

知識・技能
 

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 両城中学校区の特色や実態，ア
ピールポイントを知っている。 

② 災害や防災に関する知識・技能
を身に付けている。 

 

① 広い範囲から課題を見付け，
設定し，計画の見直し，改善を
図っている。 

② 多様な情報を整理・分析し，
目的に応じて取捨選択して活
用し，その情報の意味と必要性
や考察の合理性を考えている。 

③ 相手や目的に応じて，ＩＣＴ
機器等を活用し，分かりやすく
表現している。 

① 地域の一員として，自分にで
きることは何かを考え，行動し
ようとしている。 

② 地域の良さを再確認し，その
良さを他者に分かりやすく伝
えるために，主体的に実践する
意欲を高めている。 

 
３ 単元と評価の計画（全４０時間）  

〈本質的な問い〉地域の一員として，よりよく生きるためにはどうしたらよいだろうか。 

次 学 習 内 容 
評   価 

評 価 規 準（評価方法） 

一
次
（
15
） 

課題の設定 

○ 昨年度まちづくり事業として作成したパンフレットの

完成品を紹介し，このパンフレットを活用してどのよう

な地域のＰＲができるか，またパンフレットの活用以外

に今年度どのような地域貢献に取り組めるかを考える。

（１時間） 

 

 

情報の収集 

○ ハザードマップをもとに地域の危険箇所を把握すると

ともに，様々な災害を想定し，命を守るためにどのよう

な行動をとれば良いか考える。（４時間） 

○ ゲストティーチャーとして赤十字から講師を招き，防災

についての講義をしていただくとともに，ハイゼックス

シートを活用した炊き出し調理について学ぶ。（２時間） 

○ パンフレットグループは，作成したパンフレットをどこ

に置くことが可能か調べる。その他のグループは，今年

度どのような地域貢献ができるか調べる。（３時間） 

整理・分析 

○ 集めた情報を整理し，分析する。（２時間） 

まとめ・創造・表現 

○ グループごとにまとめた内容を発表する。パンフレッ

トグループは，「くれえばん」のインタビューに向けて準

備する。（２時間） 

振り返り 

○ これまでの学習内容を振り返りまとめる。（１時間） 

 

・地域の一員として，自分にでき

ることは何かを考え，行動しよ

うとしている。【主①】 

（行動観察） 

 

 

 

 

・災害や防災に関する知識・技能

を身に付けている。【知・技②】 

（ワークシート，発言） 

 

 

 

・両城中学校区の特色や実態，ア

ピールポイントを知っている。

【知・技①】 

（ワークシート，発言） 

・多様な情報を整理・分析し，目

的に応じて取捨選択して活用

し，その情報の必要性や考察の

合理性を考えている。 

【思・判・表②】 

（ロイロノート，行動観察） 

地域をよりよくするために，自分たちには何ができるだろうか。 
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二
次
（
20
） 

課題の設定 

○ 井之川中学校との交流に向け，新たな課題を設定する。

（１時間） 

 

 

 

 

情報の収集 

○ グループごとに井之川中学校へ伝えたいことを考え，必

要な情報を集める。（９時間） 

 

整理・分析 

○ 集めた情報を整理・分析し，分かりやすく伝えるために

はどのような方法が適しているかを吟味する。（５時間） 

 

まとめ・創造・表現 

○ 他グループと交流し，お互いに良かった点や改善点を

出し合い，グループの発表を改良する。（２時間） 

 

実行 

○ 井之川中学校と交流し，両城中学校区の案内をしたり，

これまで学んだことを発表したりする。（２時間） 

【本時】 

 

 

振り返り 

○  これまでの学習内容を振り返りまとめる。（１時間） 

 

・広い範囲から課題を見付け，設

定し，計画の見直し，改善を図

っている。【思・判・表①】 

（ワークシート） 

 

 

 

・両城中学校区の特色や実態，ア

ピールポイントを知っている。 

【知・技①】（ワークシート，発言）  

 

・多様な情報を整理・分析し，目

的に応じて取捨選択して活用

し，その情報の必要性や考察の

合理性を考えている。 

【思・判・表②】 

（ロイロノート，行動観察） 

 

 

・相手や目的に応じて，ＩＣＴ機

器等を活用し，分かりやすく表

現している。【思・判・表③】 

（発表） 

 

・地域の良さを再確認し，その良

さを他者に分かりやすく伝える

ために，主体的に実践する意欲

を高めている。【主②】 

（ワークシート） 

井之川中学校の生徒に分かりやすく伝えるためには， 

どのように伝えたらよいだろうか。 
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三
次
（
５
） 

課題の設定 

○ 井之川中学校との交流を振り返り，地域の発展のために

何ができるかを再考し，新たな課題を設定する。 

（１時間） 

 

 

 

整理・分析 

○ 井之川中学校の発表から，鹿児島県徳之島と両城中学校

区を比較し，両城中学校区の特色や魅力を探る。 

（１時間） 

○ これまでの学びで発見した地域の良さや防災に関する

知識を，今後だれにどのような形で伝えていくことがで

きるか考える。（１時間） 

 

まとめ・創造・表現 

○ グループごとに考えた意見を交流する。（１時間） 

 

振り返り 

これまでの学習内容を振り返りまとめる。（１時間） 

 

・広い範囲から課題を見付け，設

定し，計画の見直し，改善を図

っている。【思・判・表①】 

（行動観察） 

 

 

 

・地域の良さを再確認し，その良

さを他者に分かりやすく伝える

ために，主体的に実践する意欲

を高めている。【主②】 

（ワークシート） 

 

 

４ 本時の目標 

 

 

 

５ 評価規準 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

相手や目的に応じて，ＩＣＴ機器等を活用し，分かりやすく表現している。【思・判・表③】 

両城中学校区の魅力やこれまで学んできた防災の知識を，ＩＣＴ機器等を活用し井之川中学校の生徒

に分かりやすく伝えることができる。 

これまでの学びを生かして，自分たちは地域の発展の

ために何ができるだろうか。 
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６ 本時の展開 
 

 分 
学習活動 

☆主な発問 ・予想される生徒の反応 
○指導上の留意点 

評価規準 

（評価方法） 

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

５ 

課題の設定 

１ 本時のめあてを確認する。 

 

 

 

情報の収集 

２ 井之川中学校の発表を聞き，鹿児島

県徳之島の特色や，井之川中学校の生

徒の取組について知る。 

 

 

 

・アマミノクロウサギやハブ等，呉では

見られない動物がいる。 

・スーパーでも，ドラゴンフルーツ等呉

ではあまり見られない物が売られて

いる。 

・美しい海に囲まれており，マリンスポ

ーツが盛んに行われている。 

 

整理・分析 

３ 井之川中学校の発表を受け，感じた

ことや聞いてみたいことをまとめ，伝

える。 

 

 

・初めて知る動物や食べ物がたくさん

あり驚いた。 

・呉からも海は見えるが，呉の海よりも

きれいで驚いた。きれいな海を守るた

めに，徳之島の人たちはどのような取

組をしているのだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

○双方向のやり取りであるため，メ

モはとってもよいが，できるだけ

顔を上げ相づちを打つ等，聞く姿

勢に留意させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○両城中学校区との共通点や相違

点に着目させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井之川中学校の生徒に，分かりやすく呉の特色や魅力，これまで学んできた防災の

知識を伝えるには，どうしたらよいだろうか。 

☆徳之島には，呉とは違うどんな特色や魅力がありましたか。 

☆井之川中学校の発表を聞いてどう思いましたか。また，どんな疑問をもちましたか。 

15 
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 まとめ・創造・表現 

４ 案内グループ，パンフレットグルー

プ，お助け隊の３つのグループに分か

れてそれぞれの発表を行う。 

 

  

 

 

・写真や動画等を見せながら説明する。 

・呉についてあまり詳しくないと思う

ので，ただ案内するだけでなく，なぜ

階段住宅が建てられることになった

のか等，歴史的背景等を踏まえながら

紹介する。 

 

５ 井之川中学校からの質問や感想に

受け答えする。 

 

 

 

 

・坂が多くて驚いたという感想を聞い

て，私たちにとって当たり前の風景

も，他地域にとってはめずらしいもの

なのかと驚いた。 

・呉の食べ物や動物についての質問を

受け，動物についてはうまく答えるこ

とができなかったので，もっと調べて

みたいと思った。 

 

振り返り 

６ 本時を振り返り，今後の学習の見通

しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○案内グループは事前に現地を訪

れて録画した案内動画を配信す

る等，グループごとに表現方法を

工夫させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 井之川中学校の質問や感想から，

自分たちにはなかった視点に気

付かせ，両城中学校区の魅力や特

色を再発見させる。 

 

 

相手や目的に応じ

て，ＩＣＴ機器等を

活用し，分かりやす

く表現している。

【思・判・表③】 

（発表） 

 

 

振り返り例 

・自分たちにとって当たり前の景観が，他地域の人にとってはめずらしいものであるというこ

とが分かった。この景観を大切に守っていきたい。 

・Meetを使えば簡単に遠くの人とつながれるので，今後他の地域の人にも両城の良さを伝えて

いきたい。呉の特色について答えられなかった質問もあったので，もっと調べていきたい。 

15 

☆井之川中学校の生徒に，分かりやすく呉の特色や魅力，これまで

学んできた防災の知識を伝えるには，どうしたらよいだろうか。 

５ 

８ 

☆井之川中学校の生徒からの質問や感想を聞いてどう思いましたか。 

☆井之川中学校の生徒との交流を通して，あなたはどのようなことを感じましたか。

また，今後地域の発展のためにどのようなことに取り組んでいきたいですか。 



呉版単元構想シート（総合的な学習の時間）                              

 

 

探究的な学習の過程に沿った単元構成 
①単元を通して，資質・能力を育成する「探究課題」等を設
定しているか 

 ・解決の道筋がすぐには明らかでない課題や，一つの正解
が存在しない課題となっているか。 

・児童生徒が日常生活や社会に目を向け，解決したいと思
える課題となっているか。 

 
②児童生徒の思考を想定し，効果的な過程になっているか 
 ・活動をこなすだけになっていないか。 
・児童生徒から問いを生み出すしかけがあるか。 
・学習したことを表現する場を設定しているか。 

 
③サイクルとサイクルのつながりがスムーズとなっているか 
・第１次だけで構成していないか。 
・第１次のまとめと第２次の課題設定がつながっている 
か。 

 
 

 呉市立両城中学校 第３学年 

  

                  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

単元を貫く問い 
 

【探究課題                          】 
 

本質的な問い 地域の一員として，よりよく生きるためにはどうしたらよいだろうか。 

 単元名   
地域に貢献しよう 

両城中校区の発展のために何ができるだろうか。 

地域の特徴・特性を踏まえた地域活性化のための取組 

【第１次】（ １５ 時間） 

課題 防災や地域のことについて考える 

見直しポイント 

【第２次】（ ２０ 時間） 

課題    井之川中学校へ伝える 

【第３次】（ ５ 時間） 

課題    発表を振り返り，地域の発展のために何が

できるか，再度考える 

 

個別の問い 

・地域の危険箇所の把握（災害の予測） 

・地域の特色をどのように PRしたらよいだろうか。 

・災害時に自分たちにできることは何があるだろうか。 

 

 

 

個別の問い 

・各グループの取組を簡潔に伝えるには，どのようにしたらよい 

だろうか。 

・正確に相手に伝わるような言葉を吟味し，表現するにはどうし

たらよいだろうか。 

 

 

 

個別の問い 

・両城中校区の発展のために，今までの取組以上に何ができるだ

ろうか。 

・他地域の特徴・特性を踏まえ，両城中校区のさらなる発展のた

めに何ができるだろうか。 

児童生徒の実態 

 

 

 

目指す具体の姿（育成を目指す資質・能力） 

 

 

 

・自己肯定感が比較的高い。 

・まじめに学習に取り組み，基本的な情報を整理・分析する

力が身に付きつつある。 

・相手意識をもち表現することに課題がある。 

・主体的に課題の改善に努めようとする態度に課題がある。 

・広い範囲から課題を見付け，設定し，計画の見直し，改善を図ることができる。（知識・技能） 

・多様な情報を整理・分析し，目的に応じて取捨選択して活用し，その情報の必要性や考察の合理性を考

えることができる。（思考力・判断力・表現力） 

・わが街の良さを再確認し，その良さを他者に分かりやすく伝えるために，主体的に実践する意欲を高め

ることができる。（主体性） 

 

（しかけ） 
お互いに調べたことや体験したことについて交流することで，地域貢献のあり方に
ついて考えを深めさせる。また，井之川中学校から話を聞くことで，他地域の実態
について理解させる。 
 

（しかけ） 

井之川中学校への発表を振り返ることを通して，自分たちの課題に気付かせ，改善させる。 

（しかけ） 
赤十字から講師を招き，災害時に自分たちにできることを考えさせる。 
 

井之川中学校 
からのフィ－ド

バック 

Zoom or 
Meet 

 

パンフレット 

ハザードマップ 

炊き出し調理 



別紙様式 

 

成果（○）と課題（●）           校番（１４） 【両城中学校】 

１ 「本質的な問い」による単元構想について 

 ○ 本単元の本質的な問いに対して，生徒は自分たちで課題を設定し，単元を通して主体的に考え，

行動することができた。課題解決のためにグループで対話を重ねることで，自分ごととして捉え，

考えを深めることができた。特に，地域や社会，及び他校との交流は，自己や自校を改めて再認

識・再構築するうえで効果的であり，表現力の育成にも繋がった。 

２ 単元で育成を目指す資質・能力について 

【知識・技能】 
 ○ 生徒が自ら課題を設定し取り組んだことで，より防災意識が高まり，自分事としてとらえるようにな

ったことが，生徒の発表や振り返りからうかがえる。 

 ● 引き続き，継続していくことが必要である。今後はさらに，学習した災害・防災に関する知識を，

下級生や保護者，地域の方に伝えていく活動を実施することで，平成 30年豪雨災害を風化させないよ

うにするとともに，地域全体の防災意識を高める活動にしていきたい。 

【思考・判断・表現】 
○ 鹿児島県の井之川中学校とのオンラインによる交流会での発表に向け，各グループでリハーサルを

繰り返す中で，工夫改善を図り，分かりやすく表現する力が向上した。振り返りでは，次の課題を発

見した生徒が多く，生徒の思考は継続していたと考えられる。井之川中学校の発表に刺激を受けて，

自分たちの発表をさらに改善・向上させたいという意見も見られた。 

● コロナ禍で地域交流ができなかったが，鹿児島県の井之川中学校との交流の場をもつことができた

ことはよかった。今後は防災と同様に，下級生や保護者，地域の方に発信していくことで，多様な相

手に応じた表現方法を工夫し発表させることで，表現力のさらなる向上を目指していきたい。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
○ アンケートに「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある」と回答した生徒の肯定的評価

は 91.7％であったことから，主体的な学びを進めることができたと考えられる。またこの背景には，地域や社会

との交流，地域や社会へ向けての情報発信という活動が大きく貢献していることがうかがえる。 

○ 生徒の感想「話し合うことで，新しい発見があったり，分からなかったところが分かったりして，より深い学

びができた。」「友達に説明することで自分がどれくらい理解しているのかを確かめることができた。」から，対

話的な学びが生徒の主体的な学習を促進したこともうかがえる。 

生徒アンケートの項目 
４段階評価（４全くそう思う ３そう思う） 

肯定的評価（４の値） 肯定的評価（３と４の値） 

R4.7 R4.12 R4.7 R4.12 

１ いつも｢自分の命は自分で守る」ことを意識して生活している 75.0% 81.3% 93.8% 95.8% 

２ 
「土砂災害対応携帯マニュアル」を常時携帯し，いつでも見ること
ができるようにしている 

79.2% 85.4% 91.7% 93.8% 

３ 自分が住む地域に起こりやすい災害について理解している 75.0% 81.3% 93.8% 95.8% 

４ 災害時に避難する場所や避難の仕方について理解している 62.5% 77.1% 95.8% 93.8% 

５ 
家庭で防災について話をしたり，いざというときどのように行動す
ればよいか家庭のルールを決めたりしている 

27.1% 50.0% 75.0% 91.7% 

生徒アンケートの項目 
４段階評価（４全くそう思う ３そう思う） 

肯定的評価（４の値） 肯定的評価（３と４の値） 

R4.7 R4.12 R4.7 R4.12 

１ 授業のはじめに，授業の見通しや授業の課題意識をもてている 37.5% 50.0% 85.4% 91.7% 

２ 授業で，教科等の見方や考え方を働かせて，考えを深めている 41.7% 56.3% 83.3% 91.7% 

３ 
授業で，生徒同士で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，
広げたりすることができている 

52.1% 66.7% 93.8% 91.7% 

４ 
授業中に疑問や課題に対し主体的に考え，まとめたり，表現したり
するなどの活動に取り組んでいる 

35.4% 50.0% 83.3% 87.5% 

５ 授業で考えることが楽しい 20.8% 39.6% 77.1% 81.3% 

３ 「デジタル機器」の活用 

○ Meetは他校と交流するのに非常に有用なツールであった。交流以外の場でも， 
町案内の動画を編集し送信したり，赤十字の方から学んだ炊き出し調理を家庭 
でも実践したり，ロイロノートで共有したり等，学び合いをスムーズに進める 
手立てとなった。 

 ○ 「タブレット等ＩＣＴ機器を活用して，効率よく学習を進めている」と回答し 
た生徒の肯定的評価(3と 4の値)の割合：95.8%（肯定評価(4の値)：72.9%） Meet での交流の様子 
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